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【概要】近年，学校現場では教員年齢構成の歪みが背景となり，教職員同士の関わりが減っており，ベテ

ラン教員，中堅教員の経験や知識を若手教員に伝達していく研修を機能化させることが難しくなっている。 

このことから若手教員の成長を支援するために，校内における研修の必要性が増していると捉えることが

できる。そこで本研究は，若プロ校内研修及び日常的な関わりを通して若手の成長をサポートするベテラ

ン中堅教員の働きかけとして，特に若プロコーディネーターの役割を明らかにすることをねらいとした。

若プロ校内研修及び日常的な関わりについて，若手の言葉や行動から見える姿とコーディネーターがどの

ように関わったのかの実践記録である。コーディネーターである筆者が傾聴を土台にした感情交流の過程

で，若手教員との関係性の変化や筆者自身の振り返りでの気づきや思いを加え記述・分析した。若手自身

が成長について語ったこと，そして相互に成長を感じたことが見えてきたと同時に，若プロコーディネー

ターは子どもの姿を中心に若手と聴き合うこと，若手同士をつなぐきっかけ作りをすること，若手の思い

を大切にしながら時には共に考える立場，時には後ろから待つ立場を担う等，時と場や個に応じた役割が

明らかになった。毎年構成メンバーが変わる学校組織の中で今後も，若手教員の成長をサポートする関わ

りを続けていきたい。 

 

Ⅰ  問題と目的 

1. 研究の動機と問題の所在 

(1)若手育成の現状と課題 

学習指導要領解説において次のようなことが指

摘されている。①学習や生活の基盤として，教師

と児童との信頼関係及び児童相互のよりよい人間

関係を育てるため，日頃から学級経営の充実を図

ること，②学級担任の教師は，他の教職員と連携

しながら学級経営を進めることが大切であり，開

かれた学級経営の実現を目指すということだ。教

職員が連携し，研修を進めることの重要性が述べ

られている。 

また，若手の育成について中村（2017）は“学級担

任制をとる小学校において，学級経営はすべての教

育実践の核を成しており，若年期における学級経営

実践は当該教員のその後の職能発達に重要な影響を

及ぼす”と述べている。しかし，近年，学校現場では

教員年齢構成の歪みが背景となり，教職員同士の関

わりが減っており，ベテラン教員，中堅教員の経験や

知識を若手教員に伝達していく研修を機能化させる

ことが難しくなっている。 

このことより，若手教員の成長を支援するために，

校内における学級経営研修の必要性が増していると

捉えることができる。 

(2)若手教員早期育成プログラム 

 石川県では「若手教員早期育成プログラム」が導入

されて数年が経つ。目的は人材育成の充実と教育力

の維持向上である。ベテラン教員の豊かな経験の継

承を図ると共に，管理職やベテラン中堅教員が若手

教員の困り感に寄り添い，若手教員が自らの成長を

実感できるよう，丁寧にサポートしながら学校全体

で育成していく体制を構築することが大切であると

されている。それぞれの学校の実情に応じて，組織の

メンバー構成等を踏まえながら，柔軟に校内体制を

整えて若プロ校内研修を進めていくことが期待され

てきた。若手が自ら目指す姿を求めて，実践し，成長

を実感できるようなベテラン中堅教員の働きかけ，

特に若プロコーディネーターの役割が重要であると

考える。 

(3)学級経営は見えない行為 

末松（2016）は「学級経営は見えない行為」と述べ

ている。学級経営はお互いに見えにくいものと考え

られているが，この点について若手を中心に学級へ

の思いをお互いに知ること，それぞれの子どもへの



 

関わり方から何を学び，どんな気づきがあったかを

共有することを通して，お互いの思いや，学級経営を

見える行為にしていくことが必要なのではないかと

考える。 

若手が困り感をもっていても相談できない，自分

で解決しようとする，学級がうまくいかないという

現象が起こることは珍しくない。だがこの現象は個

人に問題があるのではなく組織の問題であると末松

(2016)は述べている。さらに末松，林(2016)は，教師

が目指す良い学級の姿は，教師によって異なってお

り，教師にとって良い学級とは何かを一律に定める

のは難しい。そのため，身近な同僚や先輩などの他者

の学級観に積極的にふれること，その中で自身の学

級への関わり方や思いの問い直しを図っていくこと

が大切だとも述べている。 

お互いの関わりや思いが見えるように，そして若

手が聞きたい，考えたいと自ら捉えることができる

組織であることが今後より必要だと考える。 

(4)勤務校の現状と課題 

筆者は小学校の学級担任として学級経営に悩ん

だ経験がある。悩んでいる時は自信が持てず，不

安感や意欲の低下を感じていた。ただ，同僚と話

し合うことを通して新たな気づきがあり，自身の

児童への関わり方に自信をもつことができた感覚

を今でも覚えている。 

勤務校でのヒアリングからは，学級に対する思

いや信念が多様であること，教師の児童への関わ

り方について話し合う場が少ないこと，関わり方

について相互に知りたいと考えていることが見え

てきた。また，教職員同士が理解を深めていくこ

との大切さも語られた。中でも「聞きたい・知りた

いときに,お互いに話し合い学ぶ場が少ない」，「隣

のクラスのことも見えるようでなかなか見えな

い」，「見て学んでいるけど難しいところもある」

という若手の思いを知り，今ある勤務校の運営体

制の中でよりよい若プロ校内研修を確立し若手を

サポートすること，そのために若プロコーディネ

ーターがどのような役割を果たすべきかを考える

ことが大切なのではないかと考えるに至った。 

 

２．本研究の目的 

本研究では，傾聴を基盤とした若プロ校内研修

及び日常的な関わりを通して若手の成長変容のプ

ロセスを記すとともに，若プロコーディネーター

としての筆者自身がどのように若手教員と関わり

合ったかを具体的に記述・分析することで，若手

の成長をサポートする若プロコーディネーターと

しての役割を明らかにする。なお，本研究では，若

手とは若プロ対象者とし，成長とは，よりよい子

どもの姿を目指し，学級経営力や授業力の向上等,

個々の課題を解決することとする。 

 

        Ⅱ 研究の方法 

研究主体が自らの実践活動をＰＤＣＡサイクルで

行い，その過程を記述・分析するアクションリサーチ

の方法を採用する。若プロ校内研修及び若手と筆者

の日常的な関わり合いのエピソードを研究の中心に

据え,その他インタビュー調査,研修での発話等を記

録し,分析する。アクションリサーチでは研究主体の

自己省察が重要なポイントになるため，自己省察に

ついても記録していく。 

 

＜対象＞ 

Ａ教諭（教師 9 年目），Ｂ教諭（教師 3 年目），Ｃ

講師（教師１年目），Ｄ講師（教師１年目）の勤務校

若プロ対象者 4 名。 

＊筆者は若プロコーディネーターであると同時に，

Ｂ教諭とＣ講師が担任する学年の体育科授業担当で

あるため，Ｂ教諭とＣ講師とは，子どもの様子を中心

に日常的に会話を交わす機会を設ける。 

＜期間＞ 

 2022 年 4 月～2022 年 12月 

 

        Ⅲ 実践経過 

 次の２点について，若手の言葉や行動から見える

姿とコーディネーターがどのように関わっていった

のかを時系列で記す。①若プロ校内研修における筆

者と若手教員４名との関わり，②筆者と若手教員２

名（Ｂ教諭，Ｃ講師）との日常的な関わり。 

 実践経過は，下表のように３期に分けて記述する。 

第１期 ４～６月 

若手の思いを聴くことを土台にした関わり 

第２期 ７～９月中旬 

若手と若手をつなぐ関わり 

第３期 ９月下旬～１２月 

若手の気持ちや思いを引き出す関わり 



 

これまで勤務校では,若プロ研修と他の研修が

兼ねられることが多く,若プロ単独で行うことが

少なかった現状があった。今年度は「若手の思い

を聴く場の設定」,「授業者主体の相互授業交流」

等を中心に, 若プロ校内研修を改善していくこと

とした。相互授業交流とは，授業者の思い（児童の

見取りや関わり方）を事前に聞き，授業ではその視点

を中心に参観し，参観後お互いに考えたことを交流

し学ぶ，授業者主体の研修である。 

＜実践報告に関わる若プロ校内研修年間予定＞ 

４月 どんなことを１年で学んでいきたいか 

５月 どんな学級を目指していくのか 

６月 若プロ対象者個別面談① 

７月 若プロ相互授業交流 

通知表渡しにおける保護者対応 

９月 学級づくり 

～お互いを認め合うクラスとは？～ 

１２月 若プロ対象者個別面談② 

 以下に記述する実践経過では，「下線部」は若手

の発言等,「斜字」は若プロコーディネーターで

ある筆者の思いや関わりを表す。 

 

１．＜第１期：若手の思いを聴くことを土台にし

た関わり＞ 

(1)Ｂ教諭と筆者との関わり 

５/９ 若プロ校内研修 ～目指す姿の共有～ 

今回の若プロ校内研修は，筆者の大学院での学び

から感じたことを同僚の先生に知ってもらうこと，

そして同僚の先生，一人一人の学級，子どもたちへの

思い，目指す姿を聴くこと，共有することが目的だっ

た。この研修は全教職員対象にさせていただいた。全

教職員としたのは，筆者自身，対象の枠を決めること

に違和感を覚えたからである。当たり前に何も疑わ

ずに決めるのでなく，一度立ち止まって考えるとい

う思考方法は筆者の大学院での学びの一つでもあっ

た。よりよい子どもの姿を考えるというのはみんな

同じだと思うし，子どもへの思いに差はないと感じ

たからである。 

以下若手教員４名の目指す学級と研修後の振り返

りである。 

A 教諭 ◇自ら行動する学級 

◇意欲的に学びに向かう子 

◇ポジティブに生きる子 

B 教諭 ◇友達や相手のことを思いやり，折り合

いをつけられる学級 

◇様々な事に前向きに取り組める学級 

◇時計を見て行動ができるクラス 

C 講師 ◇自分だけでなく，まわりのことも考え

て行動できる学級 

◇必要なことを考えて行動できる学級 

D 講師 ◇「できる」と自信を持って言える子 

◇家族以外にも安心信頼できる人がい

る子 

（Ａ教諭）今回の研修では，自身のこれまでの指導  

を振り返るよい機会となりました。また，他の先生 

方の意見が自分とは全く違っていたり，今まで考 

えていなかったことなどもあり，大変勉強になり

ました。さらに成長できればよいと考えています。  

（Ｂ教諭）先生方の考え方が知れる良い機会でし

た。そして，自分の子どもたちにどうなってほしい

のか言葉で表す良い機会でした。普段，子どもに対

してのアウトプットがすごく多いので，もっとも

っと先生方に聞いてインプットしていきたいと思

いました。研修中は，どの先生方の考え方が自分の

クラスに当てはまるのか，または取り入れられそ

うか，と考えながら参加していました。 

（Ｃ講師）他の先生方と比べて自分が持つ学級像

が抽象的なことが多いと感じました。 具体的な子

どもの成長過程をイメージできるようになりたい

と思いました。 

（Ｄ講師）どんなときでも立ち止まって考えたり，

様々な人と話をしたり，自分の考えを書き出して

みることを行うと自分の考えをまとめることがで

きるなと感じました。また，どんな子どもの姿を目

指すかと改めて言われると言葉にするのは難しい

なとも思いました。 

 

 若手の思いを目にし，筆者自身は聴いてみてよか

ったと感じたと同時に，それぞれの先生の熱い気持

ちに触れることができ，嬉しい気持ちにもなった。こ

の研修や一人一人の思いを今後の関わりに生かせて

いけたらと思う。また「目指す学級について考えたこ

とあんまりなかったかもしれない」，「言語化したこ

とがなかったから新鮮で良かった」と振り返る先生

がいた。またあるベテランの先生の振り返りの中に

「年々，子ども達に求めるものが変わってきている

なと思います。（中略）子ども達が変わってきたのか，



 

私の子どもを見る目が変わってきたのかはわかりま

せんが。」とあった。学級への思いや子どもへの関わ

りを考える意義に関することの一つの大切なポイン

トなのではないかと感じた。お話を聞いてみたい。 

 

５/１８ 日常的な関わり～感情交流から始まる～ 

２月の個別インタビューでＢ教諭は，「なかなか自

分からは困っていても実は聞けない」「でも知りたい

時に気軽に話せる場があったら」と話されていたこ

とが印象に残っている。放課後，Ｃ講師とともにＢ教

諭から運動会当日の徒競走スタートのことで「わか

らないのでスターターの方法をもう一度教えてほし

い」と筆者に話があり，急遽運動場に出て OJT を開

く。安全面，技術面などの確認ができた。どんなこと

であれ，教師の見通しがあれば，先生方に落ち着きが

生まれ，また子どもたちも安心して臨めるものだ。こ

のような若手教員との一つ一つの積み重ねを大切に

したい。Ｂ教諭から直接話があったことはこれまで

ほとんどないのでびっくりしたと同時に嬉しかっ

た。Ｂ教諭の学年の体育を筆者が担当しているので，

今後筆者からＢ教諭に働きかけ，日常的に子どもの

話をしていく中で，お互いに感情交流ができればい

いと感じた。 

 

６/２３ 日常的な関わり ～つなぎ役になる～ 

放課後，筆者からＢ教諭の学級の児童の体育での

頑張りを伝える話から，Ｃ講師の学級のことも話を

する。Ｂ教諭は「なんかＣ先生のどうしようかなって

困っている感じがひしひし伝わってきます」と。Ｃ講

師の学級のクラスを昨年度担任していたＢ教諭は

「あの子は学習面では」といろいろ筆者に話してく

れた。Ｂ教諭はなかなか自分から積極的に話すタイ

プではないと自分でも言っているが，Ｃ講師，Ｃ講師

の学級の児童のことを話すＢ教諭の姿は頼もしく見

えた。Ｂ教諭には「Ｃ先生の授業も今度参観するし，

またいろいろ聞いてあげてほしいわ，みんなで考え

ていかんかね。」と伝える。「はい」と笑顔のＢ教諭。

Ｂ教諭とＣ講師がお互いに話をするためのつなぎ役

に筆者がなれたらいいと感じた。筆者から若手教員

に関わることで，当然なことかもしれないがお互い

にどう感じているのか，学級のことをどう見ている

のかなど見えにくい部分も少しずつであるが交流を

通して見えるようになっていくのではないかと考え

た。 

 

６/２７ 日常的な関わり ～子どもの姿を共有～ 

体育の水泳の授業は複数体制ということで週３の   

うち２回は担任のＢ教諭が来てくれることに。お互

いにとって良い機会だと考える。児童の姿を一緒に

見ながら，筆者の指導する姿を見てもらえるし，今後

もお互いに子どもの生の姿で話をすることができ

る。複数でみることで，確かに空き時間がなくなるわ

けだが，せっかく２人で見るということをプラスに

捉えて，児童の頑張る姿をＢ教諭と共有できたらと

思っている。放課後，男児２人が筆者に対して「先生

できたよ」と笑顔で伝える話をし，Ｂ教諭も「かわい

いんですよ，本当に」「にくめないですよね」と笑顔。

筆者は，これからも児童のことをタイムリーにどん

どんほめてあげたいと伝える。子どもの姿を中心に

据えながら，お互いの話の積み重ねを大切にしてい

く。 

 

６/２９ 若プロ校内研修 ～Ｂ教諭の思い～ 

 個別面談の日。Ｂ教諭は次のように語った。「４月

５月はある男子の関わりで悩むことがあった，授業

でもどんどん話すので結局その子中心で授業が進

み，他の子が不満をもったり，授業への参加が少なか

ったりしていた。６月の要請訪問を受けていろいろ

指導してもらいながら学習規律のこと，全員参加の

雰囲気づくりなどを意識して少しずつよくなってい

る。今は，みんなが前向きに，友達の悪口を言うので

なく，みんなで認め合うクラスになってほしい。」と

いうことである。（このことは２月のインタビューで

もでてきた。）昨年度も，Ｂ教諭は子どもたちにこう

なってほしい！自分は認め合いを大切にしたいと思

っていると話してくれたことを思い出し，「２月にも

同じように話してくれたね。大事にしていることな

のかな？」と尋ねると「自分は嫌なんです，人の悪口

言うのとか。」とＢ教諭。Ｂ教諭の普段の様子と違い，

強い気持ちが筆者に伝わり，つい「いいねぇ，その感

じ，大切やよ！」と伝える。Ｂ教諭の児童への関わり

や思いを他の若手教員にも伝えてほしいなと思う。

若プロコーディネーターとして，感情交流を通して，

若手が以前の自分と繋げたり，振り返ったりする場

を設けることも大切なのではないかと考えた日にな

った。若手教員の成長のひとつのきっかけになれば。 

 

 



 

(2)Ｃ講師と筆者との関わり 

４/４ 日常的な関わり ～じっくり待つ姿勢～ 

Ｃ講師，Ｄ講師の２人は，本当にまっすぐで，見て

いて気持ちがいいという印象。だけど今何をするべ

きかの見通しがもてないと思う。「遠慮なく聞いてい

いし，忙しそうに見えてもどんどんわからなかった

ら言ってね！」と伝えている。今日も目が合うと「先

生，ちょっといいですか」と聞いてくれる。「一緒に

考えることができるし，自分も気づいていないこと

かもしれないからありがたいよ！一緒にやらんか。」

と返した。こちらからどんどん声をかけることもで

きるが，今はそれぞれの先生の思いや考えもあるし，

たくさん言われても頭は混乱するだろうし，整理も

できないだろうから，基本じっくり待つイメージで

いようと思う。一緒にできることは当然声をかける

ことに。 

 

４/１８ 日常的な関わり ～指導方法の共有～ 

コロナ対策の徹底について朝礼で校長から話があ

る。体育担当は，筆者とＣ講師の２人だけなので，放

課後改めて全学年を通して共通して意識するポイン

トについて話す。①素早い整列，集合，よく見てよく

聞くことが安全に運動するポイントであることを４

月の体育で子どもと意識，行動していくこと，②そし

てフィジカルディスタンス，手洗い，換気の徹底をし

ていくこと，③最後になわとびを体育のウォーミン

グアップで取り入れていくことを自分が作った掲示

をもとにＣ講師と話す。安全，感染予防が大切な内容

だったのでこの話し合いは自分の一方的なものだっ

たが，大切なことなので伝えた。話の後，テストのこ

とや子どものことの質問がＣ講師からあった。どん

どん聞いてくるＣ講師が頼もしい。聞ける雰囲気を

自分も作っていけたら。Ｃ講師がアウトプットする

きっかけを若プロコーディネーターとして自分が作

っていきたい。 

 

５/７ 日常的な関わり ～お互いの思いを知る～ 

放課後，Ｃ講師とお互いの学級の話に。Ｃ講師の言

葉が印象的。「怒るより，褒める方が子どもたちよく

動くなって分かってきました。」と。私もその言葉に

対して「子どもの様子をどれだけ見ているかやね。Ｃ

先生，すごいよ。そんな風に感じられるの。子どもた

ちもＣ先生，こんなところで褒めてくれる，こんなと

ころで叱ってくれるってわかってくるはずだよ。自

分は，とにかく子どもたちのマイナスな言動，よくな

い言動があっても，子どものせいにしないで，どうし

たらいいのかを見取って，伝えて一緒に考えたいっ

て思うようにしとるよ。子どものことで悩むことも

いろいろあるけど，最終的には子どもたちの言動も

プラスにとらえて考えたいって思っとるわ。」と長々

とそのような内容を話した。ついしゃべりすぎたか

もしれない。Ｃ講師は一生懸命聞いてくれていたな

ぁとありがたく感じた。学級のことをお互いに語る

ことで，子どものことだけでなく，Ｃ講師のことを知

ることができたのではと感じた。こんな時間も大切

にしたい。Ｃ講師が自分自身を振り返る機会になれ

ばいい。 

 

５/９ 若プロ校内研修 ～Ｃ講師への関わり方～ 

 目指す学級の姿を聴き合った研修でのＣ講師の振

り返りでは，他の先生方と比べて自分が持つ学級像

が抽象的なことが多いと感じました。 具体的な子ど

もの成長過程をイメージできるようになりたいと思

いました。この言葉から，Ｃ講師自身が前向きに捉え

ようとしていると同時に，自分の現在の姿を客観的

に見ようとしている様子が伺える。Ｄ講師もそうだ

が，目指す姿をいざ言われてもイメージできないも

のであろう。だとしたらどうコーディネーターとし

て関わっていけばよいのか，筆者も考えていかなけ

ればと感じる日だった。 

 

５/１９ 日常的な関わり～若手の言動を認める～ 

運動会練習に補欠としてＣ講師の学級に関わる。

Ｃ講師が子どもに対してメリハリをもって指導し，

認める言葉かけを繰り返しされていた。授業後，Ｃ講

師に「指導の後に，認める言葉があってよかったね，

子どもたちができないのは見通しが持てないとか，

動きが難しいとか，単に集中してないという理由じ

ゃない時がある，だからＣ先生が何度も繰り返しモ

デルを示したことで子どもたちも理解できたんじゃ

ないかな」と伝えることができた。Ｃ先生の子どもへ

の関わりを認めたり，価値づけたりすることをお互

いに授業を見合う中で日常的にできたらいいと感じ

た。Ｃ講師の一生懸命な姿が嬉しい。 

 

５/２５ 日常的な関わり ～若手と共に考える～ 

体育の陸上領域のリレーについてＣ講師から質問

がある。安全面，技能面などを伝える。放課後，Ｃ講



 

師から「もう，お互いに熱くなって言いあう感じにな

って」とふり返る言葉があった。すぐに体育館に行き

ホワイトボード上で一緒にふり返ることに。ルール

は伝わっていたけど，めあてが明確でなかったこと

が明らかに。勝敗に目がいってしまったので，バトン

パスの技能やみんなで取り組む態度面のめあてにす

ることでめあてが焦点化されたかもしれないと話を

する。また子どもたちの実態からもお互いに仲良く

運動するという点が体育の授業でも中心にしていく

べきなのではと２人で話をする。運動が終わった時

の子どもたちの言葉に着目するといいよと話をす

る。「またやってみます」とＣ講師。Ｃ講師の真摯な

態度に，気持ちがほっこりする。３年生の子どもたち

の姿と同時に，Ｃ講師の姿も自分は言葉にして伝え

たいと思う。 

日々の業務，教材研究，子どもとの関わり，いろん

なことが目の前にある。筆者ができることは「聴くこ

と」「一緒に教材研究し，考えること」「これっ！っ

てはっきり伝えること」を意識したらよいのかもと

Ｃ講師と話をさせてもらいながら感じる。  

 

５/３０ 日常的な関わり  ～放課後の５分で～ 

体育担当は３，４年がＣ講師，１，２，５，６年が

筆者となる。系統性をもった指導についてともに教

材研究をすることになった。Ｃ講師からベースボー

ル型単元の質問。指導要領を一緒に確認し，学習活動

を決める。お互いに授業後，放課後に子どもの姿を出

し合って次の手立てを考えるという流れになった。

自分もアウトプットすることで学びがあるし，Ｃ講

師の思いや関わりを知ることにもつながる。放課後

の５分！と決めて話をした。視点は「楽しく運動する

ために」Ｃ講師の真摯な態度に，気持ちがほっこりす

る。３年生の子どもたちの姿と同時にＣ講師の子ど

もへの関わりの姿も言葉にして伝えたいと思う。 

 

６/２０ 日常的な関わり～気持ちを受け止める～ 

放課後，校長室から出てくるＣ講師。なんとなく元

気がなさそうに見えただけだと思うが。更衣室に行

く姿があったので自分も着替えに向かう。更衣室で

２人，プールの指導やプライベートの話があり，こち

らから「どう？さっき校長先生と話してたみたいし」

と聞いてみると，「実はちょっと子どもたちが落ち着

かなくて，校長先生と話してました。」その後もＣ講

師の話は続く。具体的には「自分に対してと他の先生

に対しての子どもの態度が違う，自分の時はあれや

これやと言う。」との内容。「それぞれの先生と子ど

もとの関係もある，Ｃ先生には子どもも甘えている

部分もあるかもね。でも先生方みんなで子どもを見

ていくからね，また話そう」と返す。今後個別面談，

若プロ校内研での相互参観などがある。Ｃ講師にい

ろいろ方法を伝えることより，できるだけサポート

の形，何かあったらいつでも聞ける体制，雰囲気作り

をもっていけたらいいのか。Ｃ講師の気持ちをどう

コーディネーターとして受け止め，働きかけていく

かである。  

 

(３)第１期のまとめ 

コーディネーターとしても同僚としても「聴くこ

と」を大切にしようとした期間であった。若手教員は

４名であるが，話をする時はグループであっても相

手との１対１の姿勢で向き合うことを心がけた。子

どもの様子を中心に話し合う中で，若手教員の学級

への思いを知ることができた５月，６月の若プロ校

内研修であった。特に，目指す学級についてそれぞれ

が考えた５月の研修はポイントだったと筆者は考え

る。Ｂ教諭の「自分は子どもに対してのアウトプット

がすごく多いので，もっともっと先生方に聞いてイ

ンプットしていきたいと思う。」という振り返りか

ら，お互いに関わることがＢ教諭の成長につながる

のではと考える。またＣ講師の「具体的な子どもの成

長過程をイメージできるようになりたい」という思

いにもコーディネーターとしてどう関わればよいの

かを考えていきたいと思うことができた。お互いを

知ること，聴くことを目的にした研修が核になり，日

常的に行われる些細な会話に繋がっていく感覚があ

った。 

また４名の若手教員の子どもに対する関わりや思

いを聞いていくうちに一人一人に頼もしさを感じる

と同時に，筆者自身，コーディネーターとして何がで

きるのかを考え，実践し始めた。子どもの頑張る姿を

タイムリーに伝えること，そして若手教員の子ども

への関わりの素敵な点を認め，価値づけることが中心

となった。 

またある時は，先輩として若手に伝えなくてはいけ

ないという時もあった。そんな時は，若手教員に対し

て一方的に言ってどうだろうとか，聞き役にならな

きゃとか考える余裕はないし又必要もないと考え

る。筆者自身も葛藤があるが，思いを率直に伝える時



 

こそ，自分の教育観がストレートに表現されているの

だと思う。こちらも教育観を語るからこそ，相手も受

け止めてくれるのではと感じる。その点も筆者自身，

心に留めながら若手と関わるようにした。だからこ

そ，まずは聴くこと，お互いに知ることがスタートな

のではないかと思う。 

また若手教員としての経験の差に応じて柔軟に，

コーディネーターとして聴く，待つ姿勢を意識した

り，こちらから働きかけたりすることも必要なので

はないかと感じるようになった。そして，若手が安心

してアウトプットできる雰囲気づくりにも努めてみよ

うと前向きに捉えられる筆者がいた。こう思えるの

も何か同僚として一緒に考えていけないか，考えて

みたいと筆者を思わせてくれる若手教員の熱い思

い，誠実さのおかげなのではないか。一人一人との感

情交流ができる環境の有難さを感じた第１期であっ

た。 

 

２．＜第２期：若手と若手をつなぐ関わり＞ 

(1)Ｂ教諭と筆者との関わり 

７/１２ 日常的な関わり～若手に思いを伝える～ 

Ｂ教諭と放課後の何気ない話から。子どもと一緒

に遊ぶ，話すことが子ども理解の一つだと筆者は思

っているので，Ｂ教諭やＣ講師，Ｄ講師など若手教員

には「それぞれの先生の考えがあると思うし，体の無

理はできないけど，一緒に体を動かしたり，笑いあっ

たりする時間が一日の中であればいい」と常々伝え

ている。いろんなことが毎日あり，忙しい中では難し

いことかもしれないが忘れてはいけない点だと振り

返る。３月に転出されたベテランの先生が「もっと若

手は子どもと一緒に動いてほしい！遊んでほし

い！」と言っていたのを思い出すし，自分はそのこと

を若手に伝えていけたらと思っている。時には自分

の大切にしている思いを伝えることも必要なのだろ

う。 

 

７/１９ 若プロ校内研修 ～Ｂ教諭からの質問～ 

 通知表渡しに関する保護者対応の若プロ校内研

修。どんな流れで筆者が通知表渡しをしているか，席

は？内容は？いつ話をきるか？事前準備は？などに

ついて教室で筆者が先生役をしながら進めた。Ｃ講

師は「とにかく聞きます」とメモを取り始める。Ｂ教

諭からは「通知表渡しの日に，子どもたちに何か話し

ますか？」と質問がある。いい質問だなと思った。自

分は「もちろん，子どもたちには１学期の頑張りを伝

え，お家の方には勉強・生活・友達で頑張ったこと，

具体的に伝えるよ！２学期にもっと成長できるよう

に頑張ってほしいことも伝えるよ！そして子どもた

ちにはお家の方にどんなことを先生と話したのか聞

いてみてね！」と言うようにしている。」と。Ｂ教諭

は「そうなんですね，やっぱり，言いますね」と。こ

れまでは言ってこなかったようだがどうしようか迷

っていたようだ。Ｂ先生が質問してくれたおかげで

Ｃ講師も学べたのではないだろうか。Ｂ教諭も「実は

あんまり聞いたことない」と言っていた。どんなこと

も知っているはず，アタリマエと先輩が思いこまな

いように。一緒に考えたり行動したりすることの大

切さを痛感する。Ｂ教諭からの質問に頼もしさを感

じる。どんなことでも話ができるように，日常的な交

流が基盤となっているのだと感じる。 

 

７/２０ 日常的な関わり ～生かされた研修～ 

 通知表渡し後，Ｂ教諭が筆者のところに来てくれ

て「昨日先生に教わった，具体的な姿で伝えることを

心がけたら，保護者の方から良い話きけました！っ

て言ってもらいました。ありがとうございました」と

話してくれる。Ｂ教諭から今日はやり切った感じを

受けた。Ｂ教諭のその様子が嬉しい。「聞きたい」「知

りたい」という前日の若プロが今日に生かされたの

だとも思う。上手くできたという若手教員の言葉が

コーディネーターにとっても嬉しいし，やりがいに

も繋がる。 

 

８/３１ 日常的な関わり～若手相互の繋がりを～  

新学期を前に，Ｂ教諭の教室には,２学期のいろん

な行事の階段を昇る楽しい板書にキャラクターが描

かれていた。Ｃ講師の教室を覗くと同じような感じ

で書かれていた。どうやら相談したわけではないら

しい。おそらくＣ講師が２年生のＢ教諭の技を取り

入れたのだと思われる。教室にいたＢ教諭に「気合入

ったドラえもんやん！いいね」と伝えると笑顔が返

ってくる。続けて「隣のＣ先生もＢ先生の見て書いた

感じじゃない？さすがＢ先生，モデルになってくれ

てありがとう！Ｃ先生の黒板もいい感じじゃな

い？」と伝えた。Ｂ先生は「そうですか，やったぁ！」

と嬉しそうだった。若手の中でもお互いに学び伝え

合えることがある。Ｂ教諭もＣ講師の参考になった

ことがうれしかったのかもしれない。そんな相互の



 

つながりを筆者が伝えたり，認めたりできたらいい

と感じた時間だった。 

 

９/２０ 日常的な関わり～後方からのサポート～ 

 １０月初旬に筆者がＢ教諭の学級の体育の要請訪

問，１０月中旬にＢ教諭が算数の要請訪問全体研を

行うことになり，そのことについて B 教諭と話し合

う。子どもたちの姿を中心にお互いに話し合う絶好

の機会だと感じながら，指導内容や指導方法，そして

その背後にある自分たちの思いについて話し合い確

認し合った。お互いそれぞれのアプローチで授業を

行うことになるが，それぞれの授業で子ども達がど

うだったかは共有してみたい。教師の思いとかかわ

りの核になる部分だから。Ｂ教諭の前向きな姿勢に

対して，ゆっくり，じっくり後方から，同じスタート

ラインで考えるイメージで関わっていきたい。 

 

９/２２ 日常的な関わり～何でも聞ける雰囲気～ 

 Ｂ教諭に協力してもらいながら体育の授業でのタ

ブレット振り返りや作戦ボード作りのために,朝の

会，帰りの会の一部の時間をもらった。教室ではＢ教

諭もいるので，子どもと自分との関わりもみてもら

える。Ｂ先生から体育のチーム決めについて質問が

ある。「先生，あのチームはどうやって決められたん

ですか？やっぱりいろいろ考えてらっしゃるんです

か？」と。「そうだよ。事前のアンケートや体育の様

子で，実態を加味して決めたよ。もちろん，どんなメ

ンバーであっても仲良く運動できればいいけど。今

回は単元のゴールのみんながシュートできるゲーム

というのがあるから，そのために考えてみたチー

ム」。「やっぱりそうなんですね，先生の分け方を参

考に席替えしてみてもいいですか。自分もいろいろ

考えてみるんですけど，１０月に要請訪問あるし，ち

ょっと参考にします。」Ｂ教諭がいつでも尋ねること

ができるように，知りたい，考えたいが出るように自

分もオープンでいたい。そして，Ｂ教諭のやる気を感

じられることが私にとっても嬉しい。 

 

(2)Ｃ講師と筆者，若手教員との関わり 

７/６ 若プロ校内研修 ～子どもの姿で語る～ 

 筆者の学級の相互参観を行った。「〇〇さんも，◎

◎さんもすごく頑張ってましたね。とＣ講師から言

葉をもらう。筆者が相互参観で見てほしいと伝えて

いた２人のことについてフィードバックしてくれ

た。Ｃ講師が子どもの姿を真似ながら子どもの様子

を話してくれたことが嬉しいし，すごいなと感じる。

子どもの姿を置きざりにして授業の方法を問うても

あまり意味がない。子どもの姿がそうあるのはどん

な手立てがあって，どんな関わりがあるのかを話し

合うことが大切だと思う。だからこそ，まず子どもの

様子を話してくれたＣ講師の言葉にうれしさを感じ

た。 

 

７/１３ 若プロ校内研修～Ｃ講師の困り感から～ 

Ｃ講師の相互参観の整理会を行った。Ａ教諭，Ｂ教

諭が「この子が～」「ここははっきりと～」とアドバ

イスする。その二人の姿が心強い。Ｃ講師が「先生に

対する言葉や友達同士の関わり」に困っていること

を核に話が進む。Ａ教諭は「授業力しかない」と語り，

Ｂ教諭は「人間関係を含め意図的に指名する」という

話をする。筆者は「授業の中での生徒指導」について

話をした。それぞれの思いが語られたが，Ｃ講師中心

のものであったかは反省すべきかもしれない。どう

しても課題改善に行き，Ｃ講師の困り感から離れて

それぞれの先生の思いが語られたという気もする。

だが若手同士が同じ授業について語り合う場がある

ことはよいことだ。最後にＣ講師からは「今日のよう

に先生たちがいないときはえー？なんで？って言っ

たり，一緒に遊ぼうとしても子どもに避けられたり

することがある」と話してくれた。自分のそういう部

分を話ができるＣ講師って素敵だなと思う一方で，

何とかこれからみんなで見ていこうという気持ちに

なる。Ｃ講師の困り感が見えていなかったことが分

かり，反省する。Ａ教諭が「授業だけでは見えにくい

ですね。日頃から見て行かなければいけないです

ね。」と言ってくれる。授業だけでなく，日常的にＣ

講師とその学級の子どもを見ていこうというＡ教諭

の言葉が嬉しかった。 

 

８/２９，３０ 校内研修 ～若手同士の関わり～ 

９月，１０月の要請訪問に向けての指導案検討会

を校内研修として２日続けて行った。9 月の要請訪問

の一本はＣ講師の社会で，Ａ教諭と筆者の３人の検

討会グループだった。Ｃ講師はうまく単元デザイン

できずにいたようで，検討会では以下のような話し

合いになった。Ａ教諭が「どんなことも子どもの気持

ちになってみること。子どもがおもしろい！やりた

いって思えるのか！っていう視点で考える。子ども



 

になりきるってこと。」と語る。見取りの部分，子ど

もの実態，子どもとの関係にも関わる視点での話だ

った。Ｃ講師に向けてしっかりと思いを伝えるＡ教

諭の姿が頼もしかった。よい検討会の雰囲気だった

が，時間切れで終わる。職員室でＡ先生が「Ｃ先生，

大丈夫ですかね？」と筆者に話し掛けて来る。その言

葉に甘えて筆者も「よければまた３人で検討会せ

ん？いい？」と。Ａ教諭「いいですよ。」と応えてく

れる。この日の午後，そして次の日も少し時間をとっ

て３人で教材研究を行った。夏休みだからこそでき

る。この流れを学期中でも続けられたら，と思う。Ａ

教諭がＣ講師に向けて語り掛ける。「講師の時期に，

これだけ教材に向き合うことができたらすごいよ，

財産になるよ」と，筆者も「楽しくなってきてない？

いいよ，おもしろい単元や！一緒に考えていこう」と

伝える。２日目の校内研修は１０月要請訪問，筆者の

体育についての検討会だった。体育の見方考え方を

含め，皆で検討した。Ｃ講師が「体育って難しいです

ね」と言う。それを受けて筆者は応えた。「研究授業

はじっくり教材研究して，そこまでをゴールとして

いろいろチャレンジする。ぐっと力を入れることが

他の教科にもつながるからね！でもね，普段は，とに

かく汗をかいて運動する，楽しく運動する！これだ

け！を考えてるよ」と伝えるとＣ講師は笑顔で応え

た。 

 

９/２０ 若プロ校内研修 ～Ａ教諭の働きかけ～ 

Ｃ講師の要請訪問が来週に迫った。夏休みに３人

で教材研究した社会についての要請訪問である。Ａ

教諭が「Ｃ先生，どうですかね。教育事務所に指導案

提出明後日ですけど？声かけます？」と筆者に話し

掛けて来た。Ａ教諭の言葉が嬉しい一方で，夏休みに

３人でしたし，９月に入っても社会の授業の様子を

聞いていたので，ここまで来たらあとはＣ講師のし

たいように！何か聞きたいことがあればという感じ

だった。Ａ教諭の言葉が嬉しい一方で，あくまでＣ講

師の気持ち優先でということを申し合わせた上で，

筆者からＣ講師に尋ねた。Ｃ講師の思いとしては「少

し指導案をみてほしい」とのことだったので午前３

０分を使って形式や本時の内容について話し合っ

た。短い時間だったが訂正すべき箇所もかなりあり，

Ｃ講師からもいくつか質問があった。Ａ教諭から「本

時も大丈夫かな？見ますか。今日しかないし。どんな

もんですか？」と筆者に尋ねてきた。「もし本人が必

要ならしよう。聞いてみるわ。」と答えてＣ講師に尋

ねた。無下に断れないということも正直あるだろう

が，「お願いします」との返事だった。臨時休業の今

しかできないことだと思いを定め，定時までの４５

分で本時の模擬授業をする。Ａ教諭から「ここどうす

る？」とＣ講師に授業の流れを確認してくれていた

ことが有難かった。Ｃ講師も「よかったです。ありが

とうございます」と笑顔で応えてくれた。Ａ教諭が

「こんなんでよかったですかね？言い過ぎたかな。

（笑）大丈夫かな」と言うので，「ありがとう。Ｃ先

生も聞きたいことあったみたいし，よかったよ。も

し，本時の情報収集難しそうなら一緒にスーパーつ

いていってあげようか，うちらで（笑）」と笑いなが

ら２人で話を終えることができた。Ｃ講師に関わり

一緒に考えようとする姿勢に感謝の念が湧いた。 

 

９/２４ 日常的な関わり ～Ｃ講師のサポート～ 

 休日，職員室にて。たまたまＡ教諭と会う。お互い

にＣ講師の火曜日（２７日）の要請訪問の話に。Ａ教

諭は「Ｃ先生，いろんなこと言われて混乱してますよ

ね，言いすぎかなとも思ってますけど（笑）」，「こ

こまで来たらＣ先生が心配なところは聞いて，後は

授業者に任せよう，一応明日月曜（２６日）は授業の

流れだけ，３人で確認しようね！」と伝える。  

 

(3)第２期のまとめ 

 若手教員には第１期に続き，子どもの頑張る姿を

中心に話をすることを心がけた。若手教員からいろ

いろ聴かれることにコーディネーター自身嬉しさを

感じると共に，若手教員の成長を実感できた期間で

あった。若プロ校内研修では，若プロ研修がきっかけ

で若手同士がつながる場面が何度か見られた。若手

同士が関わる場というのは自然発生的に日々起こっ

ているであろうが，若プロ研修やコーディネーター

を介した話し合いによってその機会が増えてきたよ

うに思う。相互参観では，それぞれの若手教員の思い

を聴くということが目的であることを確認して研修

をした。Ｃ講師の相互参観では，参観では見えなかっ

たＣ講師の困り感のアウトプットがあった。Ｃ講師

が若手の話し合いの中で率直に困っていると言って

くれたのは，日々Ａ教諭，Ｂ教諭，Ｄ講師と共にお互

い関わり合っていたからであろう。またＣ講師の言

葉に対してＡ教諭が，次のステップへの方策を提案

してくれたこと，みんなで見ていこうという雰囲気を



 

作ってくれたことにコーディネーターとして感謝し

ている。お互いが思いを出せるこのような場に出会

い，改めて聴くことの大切さを実感することができ

た。また，若手教員が話しやすい環境を作るために日

常的にそして意図的に，コーディネーターである筆

者が子どもの話をして働きかけることの意義を確認

することができた。 

授業だけでは見えない学級の様子，先生の思いを

交流した相互参観がきっかけとなり，８月，９月の指

導案検討会，要請訪問へとＣ講師をサポートするよう

な声かけや一緒に考えようとする行動へと繋がって

いったと考えられる。教師９年目のＡ教諭が今回の

ように若プロの中で中心的に自ら声をあげてくれた

ことによって他の３名の若手教員も安心して話すこ

とができたのだと思う。 

第２期には，校長や教頭，同僚の先生との話し合い

からもコーディネーターの役割を考えるきっかけを

たくさん頂くことができた。若手教員や若手教員の

学級の子どもたちが頑張る姿について校長，教頭や

同僚と今年は本当に多く話をさせて頂いた。筆者自

身も，コーディネーターという役割を任せてもらい，

若手教員だけでなく，管理職や教務，同僚の先生に自

ら子どものことを話しにいこうと今年度は意識して

いた。特に校長からは，「教師の先輩として，若プロ

のコーディネーターとして学級経営を含む授業につ

いて若手教員に伝えてほしい。」「なかなか見えにく

い若手教員の困り感を聴いてほしい。」ということを

何度か，コーディネーターの私に話して下さった。筆

者自身，その言葉をいただいて自分が学校の中で任

されている立場にやりがいに感じることができた

し，自分も一人の教師として研修を重ねて，少しでも

若手にとってのモデルになれるようにと前向きに捉

えることができた。コーディネーターの役割とは何

であるかを見つめ直し，また学校の教育活動全般に

おいて，筆者自身が学校のために何ができるのかを

整理するきっかけを与えていただいた期間でもあっ

た。 

  

３．＜第３期：若手の気持ちや思いを引き出す関

わり＞ 

(1)Ｂ教諭と筆者，若手教員との関わり 

９/２８ 若プロ校内研修 ～やる気のスイッチ～ 

Ｃ講師が知りたかった，考えたかったテーマ「学級

づくり」に関する校内研修を行った。Ｃ講師にとって

の課題とは「認め合うクラスにしたい！そのために

はどうすればいいのか」ということが夏休みの個別

面談で明らかになった事柄だった。今日はＢ教諭，Ｄ

講師と私を含めて４人で認め合うクラスになるため

にどんな手立てがあるか（授業＆授業以外）を付箋に

それぞれ書き出し，子どもの実態を交えながら整理

した。熱心にメモするＣ講師，自分と子どもとのこと

をたくさん話してくれるＤ講師，そしてＢ教諭が自

分の考えをアウトプットするだけでなく，Ｃ講師や

Ｄ講師に「私もＤ先生みたいに実は～」「本当にそう

だよね」と返す頼もしい姿があった。筆者が話さずと

も，Ｂ教諭と２人がお互いに話せる空気感がいいな

と感じた。Ｃ講師とＤ講師とＢ教諭が子どものこと

で若プロ後に話す姿があり，若手同士が話すきっか

けづくりも自分の役目なのかなと感じた。若手の先

生が子どものことで前向きに話すこの雰囲気を大事

にしていきたい。この日の研修についてＢ教諭の振

り返りからは「積極的に自己有用感を感じられる手

立てをうっていきたい」と書かれてあった。若プロの

場が，先生方のやる気にスイッチの一つになれば，と

意を新たにする。 

 

１０/１７日常的な関わり～Ｂ教諭の思いに添う～ 

 帰る前に教室に明かり。Ｂ教諭が明日の要請訪問

前最後の仕上げに一人模擬授業をされていた。筆者

は「明日の４時間目の体育，子どもたちと一生懸命運

動して，いっぱい子ども褒めて，伝えて，６時間目の

要請訪問の少しでも力になれるように体育の時間で

子どもたちを温めとくわ」と伝えた。ここまで来たら

これぐらいしかできないなと思いながら。Ｂ教諭が，

「ちょっと」と筆者を手招きするので教室に入ると，

「明日の導入で使う子どもの映像なんですけど・・」

と言って筆者に意見を求めてきた。とてもいい動画

（子どもたちのモデル動画）だったので，「OK！この

動画で掴めたら明日ガッツポーズやね。」と返すと共

に，動画を見せる前にしておくべきことを伝えた。Ｂ

教諭がこうやって自分に意見を求めてきたこと，そ

して子どもの頑張る動画を見て「いいですよね！」と

前向きに考え，私に伝えてくれたこと。Ｂ教諭が一人

で抱えず，まわりに心を開けているんだなと成長を

感じる。筆者にとってここ最近で一番嬉しい出来事

だった。模擬授業でも多くの先生方に教えていただ

いていた。Ｂ教諭はいつも遠慮がちなイメージであ

ったがこうやってコミュニケーションをとってく



 

れ，若プロコーディネーターとして嬉しかった。 

 

１１/７ 日常的な関わり～Ｂ教諭と子どもの姿～ 

 補欠で１年生の授業に出ていると，隣の２年生教

室から昼休みランチルームの表彰式の返事の練習が

聞こえてきた。Ｂ教諭が子どもたちと練習している

ようだ。１か月前に児童理解の会で今一度，全校でラ

ンチルームでの姿，返事を指導していくことを提案

し，少しずつ子どもたちのよい姿が先生方にも子ど

もたちにも共有されているように感じていた。Ｂ教

諭のように子どもたちとの中でよりよくなるように

練習したり，声をかけあったりするプロセスを見る

ことができた。休み時間，「ちょっと聞こえてきたん

やけど，いいね！Ｂ先生も子どもと一緒に取り組ん

でいるのが聞こえてきて！いいなって思ったよ。」と

伝えた。表彰式の子どもの声はとても立派だった。 

 

１１/８ 若プロ校内研修 ～自身を振り返る場～ 

５月に行った目指す学級の姿を聴き合う研修の２

回目を行う。お互いが今学級や子どもについて考え

たことを聴き合うこと，また５月の自分と比較し，よ

りよい子どもの姿を目指して考えることが目的だっ

た。以下４名の若手教員の振り返りである。 

 

（Ａ教諭）前に書いたことが概ね達成しているも

のもあれば，まだ意識していかなければならない

ものもあった。このように振り返る時間をとるこ

とで，今，目の前の児童にどのように接していくべ

きかがはっきりする。また，他の先生の考えている

ことや困っていることも知ることができた。共感

することも多く，それについてどうすればよいか

話し合うことができ，有意義な時間となった。 

（Ｂ教諭）Ａ先生の「子どもが楽しく授業を受ける     

姿」にとても共感しました。行事が終わって少し落  

ち着いた時こそ授業が大切なんだと仰っていて， 

自分は授業規律のことを気にしていたので，まず 

は「楽しい授業」があってこそ，規律が生まれてい 

くと思いました。 

（Ｃ講師）５月に比べて，来年なってほしい児童像   

が子どもの実態とそこからしてほしい成長に根ざ

したものになり，自分の価値観の押しつけではな

くなってきたかなと思いました。 自分の学級だけ

の問題かなと思っていたもの（授業と休み時間の

メリハリなど）も，他の学年でも共通していること

があったので，先生方に相談する機会ができてよ

かったです。今後も相談できる機会があればと思

います。 

（Ｄ講師）授業や普段の生活から，メリハリが大切   

であると今回の話し合いで特に感じました。ずっ

と頑張り続けることは誰にとっても辛いことだか

らこそ，自由にできる時間・息抜きができる時間は

学校生活において必要不可欠であると思いまし

た。児童がする小さなことから少しずつ認め，褒め

ていくことが積み重なっていくことで，児童のや

る気等についていくのではないかと思いました。 

 

若手 4 名のそれぞれの思いや気づきを見て，コー

ディネーターとしても一人一人に対してどのような

形で働きかければよいのかを考えることができたよ

うに思う。Ｂ教諭は，同僚との関わりを通して今の自

分に何が大切なのか気付いた振り返りが見られ，コ

ーディネーターとしても嬉しく思う。 

 

１２/１ 若プロ校内研修～自分自身を振り返る～ 

個別面談を行い，これまでの自分を振り返っても

らった。 

Q 子どもたちの成長をどう振り返っている？ 

「子どもたち同士の関わりが少しずつよくなってい

ると思います。きつい言葉でなく，優しい関わりにな

ってきていると感じます。」 

Q Ｂ先生が意識されたことは？ 

「お互いを認め合うことです。できなくても私が待

つことです。認め合う大切さを自分が思っていない

と。子どもたちにも伝わらないと思って」 

Q 学級経営等自分の成長をどう感じている？ 

「インプットが多くなっていたこれまでの２年間で

した。今年は他の先生へのアウトプットが多くなっ

ていると思います。」 

Q Ｃ先生と自分自身との関わりやＣ先生のことを

どう見ている？ 

「Ｃ先生が困ってますって聞きに来てくれる。自分

も必要とされているんだなって思う。今はどうなの

かな？」 

Q Ｂ先生が子どもと関わる時に大事にされている

ことは？ 

「（うーんと考えて）否定的にならずに，プラスに考

えて，どんなことも一つ一つやることですかね。なか

なか自己肯定感が低い子どもたち，認めることも大



 

切やし，指導する時も，あなたの行動はいけないけど

頑張ってるねって伝えるようにしています。」 

Ｑ お互いに話をしてきて，筆者自身もたくさんＢ

先生の言葉に元気もらっている。ありがとう。 

「こちらこそ，これからもお願いします。話しやすい

からです（笑）。」 

 

(2)Ｃ講師と筆者，若手教員との関わり 

９/２６ 日常的な関わり～若手の姿，筆者の葛藤～ 

Ｃ講師の要請訪問前日。いろんな先生からＣ講師

の授業でご意見をいただく。結局，いろんな指摘があ

り，そのための教材準備が増えたり，授業の流れを確

認したり，結局遅い時間になってしまった。コーディ

ネーターとして，うまくＣ講師に対して見通しが持

たせられなかったと反省。より良い授業になるのは

いいのだが，授業には無限に手立ての方法があるの

で，授業者と子どもたちファーストのはずが，そうで

なくなったのではと自分も心の中でもやもやした。

結局自分にできるのは，一緒に考え，一緒に作ること

だった。院での授業での省察を思い出す。「若手のや

る気，やりがいを引き出す」ためのコーディネーター

としての手立てがそこには必要なのだろうし，さら

にコーディネーターとして考えていくポイントなの

かもしれない。いずれにしてもＣ講師と子どもたち

から先生方みんなが学ぶ機会になれば。駐車場まで

の道で「明日は導入で子どもが食いついたら，ゆさぶ

りでえっ？っていい反応したら，よし！！ってＣ先

生も自分も楽しもうね！」と伝える。 

 

９/２７ 日常的な関わり～Ｃ講師と同僚の笑顔～ 

Ｃ講師の要請訪問授業当日。研究テーマの「わくわ

く導入」については，子どもたちから「え～！」と拍

手があがるぐらい子どもたちの関心をつかんでい

た。ゲストティーチャーあり，動画あり，本物の資料

がたくさんの授業だった。筆者は主に抽出児を見て

いたが，たくさん考え，つぶやく姿があった。その姿

はその子のこれまでの学び，Ｃ講師の手立てがそう

させたのだと思う。放課後の整理会では，Ｃ講師が

「本当に，過去１（これ迄で一番の意）で子どもたち

を引き込んだ導入でした！今までないです。いろい

ろありがとうございました」と笑顔で語った。教務の

先生，Ａ教諭，筆者，そして C 講師の４人で行った

整理会だった。次のステップにつながるたくさんの

話ができた。今日の授業写真を４人で振り返ると，導

入場面のＣ講師の笑顔の写真があった。「この顔，い

いね，楽しんでるね，やってやったぞ！っていい顔し

とる」と伝えると，みんな笑顔に。授業者が楽しんで

いると，子どもも楽しむ。本当にそうだと思う。これ

までの教材研究のたまものだと思った。今後，若手教

員である授業者が納得できる状況，授業者主体のも

のになるように関われればと思う。授業者の先生が

どう感じたか，そしてこれからの教師人生でどうつ

なげていくか，結局のところＣ講師自身のことに大

きく関わるのだろう。だからこそ，Ｃ講師に振り返る

時間をコーディネートするべきなのだと思う。 

 

１０/２ 日常的な関わり ～Ｃ講師の言葉から～ 

最近笑顔の C 講師が「先生，火曜の先生の要請訪

問で何かお手伝いすることはありませんか？」と気

遣ってくれた。相当ばたばたしていると見えたのか

な（笑）「気持ちありがとう，明日少し当日の流れ確

認で体育館で一人模擬するんやけど，Ａ先生，Ｃ先生

見てもらっていい？こんな姿目指して授業しますっ

て思いだけ聞いてもらえる？明日」と返す。「わかり

ました。自分の時にはたくさんサポートしてもらっ

たんで」と笑顔。Ｃ先生には子どもとの時間を充実し

たものにしてほしい。でも，その言葉が嬉しい一日だ

った。 

 

１１/８ 若プロ校内研修～以前の自分と比べる～ 

 目指す学級の姿を聴き合った研修でのＣ講師の振

り返りでは，「５月に比べて，なってほしい児童像が

子どもの実態とそこからしてほしい成長に根ざした

ものになり，自分の価値観の押しつけではなくなっ

てきたかなと思いました。 自分の学級だけの問題か

なと思っていたもの（授業と休み時間のメリハリな

ど）も，他の学年でも共通していることがあったの

で，先生方に相談する機会ができてよかったです。今

後も相談できる機会があればと思います。」と自身の

変容について語る姿があった。この研修を通して自

身を振り返り，自分の子どもへの関わりを変えたり，

アップデートしたりしているＣ講師の姿が見られ

た。コーディネーターとしてＣ講師には少し自信を

もってほしいなと思う日になった。頑張っているっ

て伝えたくなった。 

 

１２/２ 若プロ校内研修～自分自身を振り返る～ 

個別面談を行い，これまでの自分を振り返っても



 

らった。 

Ｑ 子どもの成長をどう感じている？ 

「１学期は子ども同士のけんかが多かったです。で

も校長先生やいろんな先生に子どもたちについて話

をしてもらったこともあり，よくなってきたなって

感じています。」 

Ｑ Ｃ先生自身の成長についてどう感じている？ 

「子どもたちが授業に集中してないなってすごく自

分も困っていたんですが，授業で認め合いを大切に

したり，メリハリをつけた授業展開にしたりを心が

けるようになりました。でも自分はアウトプットが

結構苦手で，そこはまだまだです。」 

Ｑ でもＣ先生は，よく分からないことあったら質

問していたよ！自分はいろいろ話してくれて嬉

しかったよ。 

「クラスの子どものことをよく話してくれてありが

たかったです。自分が質問するのは，いつも教材研究

のことばっかりでしたが，先生が子どもの姿から語

るってことを教えてくれて，今は子どもの姿をまず

見て考えるようになりました。」 

 

(３)第３期のまとめ 

若手教員の個別面談では，それぞれの１学期に立

てた目標に対して，振り返る言葉を聴くことができ

た。またＢ教諭は，自身の成長について語る場面もあ

り，コーディネーターとして振り返る機会を共に作れ

たことが有難かったし，自分の成長を振り返り，言語

化することで自分の考えていることを整理できるこ

とをＢ教諭も筆者自身も実感できた。Ｂ教諭は日常

的に様々な場面でコーディネーターの筆者や他の同

僚に声をかける場面が見られたことが筆者も嬉しか

った。若プロ校内研修では，若手同士で子どもへの思

いを語り，関わりの共通点や違う点を出し合う場も

あった。Ｂ教諭が他の若手教員に関わり方を伝える

場面があったが，Ｂ教諭のこれまでと比較しても第

２期，第３期のＢ教諭が働きかけるという前向きな

姿に成長の一つを見ることができたと思う。また，そ

の成長変容を個別面談ではＢ教諭に伝えることがで

きたと考える。コーディネーターとしてもＢ教諭の

その姿が嬉しかったということも合わせて伝えた。 

Ｃ講師は９月の要請訪問に向けて同僚の先生方，

特にＡ教諭からの声かけもあり，素敵な授業をする

ことができた。だが，コーディネーターとして反省す

べき点もあったのではと振り返る。授業日前日まで

いろいろ授業について言いすぎてＣ講師をバタバタ

させてしまったのではないかということである。Ｃ

講師は大丈夫ですと言っていたが，本当は悩ませて

しまったのではないかという思いが残っている。だ

が，授業後の整理会でのＣ講師の笑顔やＣ講師を囲

む同僚達の前向きで楽しそうな雰囲気を感じ，筆者

自身のモヤモヤは吹き飛んだことを今でも覚えてい

る。コーディネーターとして考慮すべきことは色々

あるのだろうけれど，より大事なことはＣ講師自身

がそれまでの過程をどう受け止めて，自身で納得し

ていくのかだと思う。コーディネーターがそのプロセ

スに寄り添うことに大きな意味があると考える。Ｃ講

師は第２期の相互参観においても自身の困り感をア

ウトプットしてくれたが，Ｃ講師が子どもとの関わ

りで，また同僚との関わりの中で感じたことをどう

整理していくかが大切なことだと思う。またＣ講師

が目指す学級を語る研修の際に，「先生方に相談する

機会ができてよかった。今後も相談できる機会があ

ればと思う。」と自ら働きかけていこうとする言葉に

成長を感じると同時に，コーディネーターとして研

修の場を設定できたことを嬉しく思う。 

そう考えると，コーディネーターの重要な役割と

は，若手教員が自分自身考えてきたことを振り返る場

を作ること，日常的に若手が考えていることをつか

み，話したい，やってみたいと思えるように働きかけ

ていくことにあると言えよう。 

学級の目指す姿を語り合い，自身のこれまでを振

り返る機会になった１１月の若プロ校内研修の若手

教員の振り返りも興味深いものだった。Ａ教諭の「こ

のように振り返る時間をとることで，今，目の前の児

童にどのように接していくべきかがはっきりする」

という言葉からは今後に生かそうとする姿勢が見え

る。Ｄ講師は「ずっと頑張り続けることは誰にとって

も辛いことだからこそ，自由にできる時間・息抜きが

できる時間は学校生活において必要不可欠であると

思った。児童がする小さなことから少しずつ認め，褒

めていくことが積み重なっていくことで，児童のや

る気等についていくのではないか」と５月と比較し

て自分の児童への関わりを振り返る姿があった。若

手の振り返りから，日々の関わりと研修がやはり密接

に関係しているのだと感じる期間であった。 

若プロ校内研修，そして毎日の日常的な関わりを

通して，筆者は若手教員の思いを聴くということに

努めてきたが，それと同時に筆者自身の思いを聴い



 

てもらう場面も多くあった。その日々の関わりの中

で，筆者自身が自分の教員生活を振り返り自身の教育

観を再認識できたような感覚がある。例えば，コーデ

ィネーターとして若手の頑張る姿をキャッチし伝える

ことと，学級担任として子どもたちの頑張る姿をキャ

ッチし，声かけや学級だよりで伝えて来たことの重な

りが感じられた。そしてどちらの場合も，相手に伝

え，相手が次へのステップへと前向きになった姿を

見た時に，筆者は「やりがい」を感じている。話し合う

相手に対しての尊敬の気持ちをもつこと，そして素

敵な部分を見つけ伝えていくということは筆者の教

師観の一片であることを再認識した。 

 

        Ⅳ 考察 

１．若手の成長 

「本研究の目的」の項で述べたように，本研究

では「成長」を「よりよい子どもの姿を目指し，学

級経営力や授業力向上等,個々の課題を解決する

こと」と定義した。 

若プロ校内研修では，学級の子どもたちへの関

わりや思いを聴き合うことからスタートして，相

互参観ではお互いに考えを伝え合った。その後，

若手同士，授業だけでなく日常的に関わっていこ

うとする姿勢が見られた。 

１）Ａ教諭は，昨年度の面談で，「校内で学ぶ研

修がもっとあればよい。」と話していた。今年生徒

指導主事，GIGA担当であり，忙しい中であったが，

新しい取組内容の若プロの中で，多くのアウトプ

ットをしてくれた。Ｃ講師に対しては，「やっぱり

授業力が一番」と伝え，Ｃ講師のサポートをしよ

うとする働きかけが何度もあった。Ｃ講師の要請

訪問の検討会を重ねる中で「自分も（Ｃ講師のよ

うに）そうだったな，よく悩んだのを思い出しま

す。」と語り，「自分の大切にしているもの，やっ

ぱり授業」と振り返っていたことが印象的である。

Ａ教諭の働きかけにより，よりよい子どもの姿を

目指して若手同士が聴き合う姿が生まれた。 

２）Ｂ教諭は，当初，学級経営のこと，認め合う

学級を目指すと語っていた。一方Ｂ教諭自身，な

かなかアウトプットが苦手であるという点も昨年

度の面談から見えていたことだった。だが，１２

月の個人面談だけでなく，第１期からの日常的な

関わりの中でも，Ｂ教諭が教材研究や学級の子ど

もたちへの関わり方で筆者や他の同僚に質問があ

ったり，若プロ研修では他の若手へアドバイスし

たりする場面が本当に多く見られた。Ｂ教諭がお

互いに認め合う学級づくりについて考え，研修か

ら学んだことは成長の一つであり，また１２月の

面談での「インプットが多くなっていたこれまでの

２年間でした。今年は他の先生へのアウトプットが

多くなっていると思います。」と答えていたことがＢ

教諭自身の前向きにアウトプットできるようになっ

たことも成長の一片と言えるのではなかろうか。 

３）Ｃ講師は，いつも誠実に学ぶ姿勢があった。日

常的な関わりからもその姿を見ることができた。相

互参観で，学級の子どもたちと自身の関係性につい

ての困り感のアウトプットから，若手教員同士の繋

がりがより強くなったのではとコーディネーターと

して感じている。そして日々の関わりからお互いに

感情交流したこと，さらに一生懸命に学ぼうとする

Ｃ講師の姿勢が繋がりを強固にしたのだろう。要請

訪問の整理会でのＣ講師の笑顔，同僚の笑顔はまさ

に聴き合いがスタートであった。第２期，「授業もそ

うだけど，学級づくりを学びたい」というＣ講師の思

いから若プロ校内研修をしたり，社会の教材研究で

はＡ教諭に何度も尋ねたりすることがあった。いつ

も学ぼうとする姿勢があった。第３期に入り，Ｃ講師

は「授業で認め合いを大切にしたり，メリハリのある

授業展開にしたりを心がけるようになりました。」と

4 月の自分を振り返り，また「先生方に相談する機会

ができてよかったです。今後も相談できる機会があ

ればと思います。」と語るようになった。 

４）Ｄ講師は，５月，目指す学級を問われた際に，

「どんな子どもの姿を目指すかと改めて言われると

言葉にするのは難しいです。」と語っていた。Ｄ講師

は若手同士だけでなく，１年を通して特支のコーデ

ィネーターの先生を中心に自分から聞きに行く姿が

多かった。筆者とも体育を筆者が担当していること

もあり，学級の子どものことで話すことが多々あっ

た。真摯に取り組む姿があった。第３期の研修では，

「ずっと頑張り続けることは誰にとっても辛いこと

だからこそ，自由にできる時間・息抜きができる時間

は学校生活において必要不可欠であると思いまし

た。児童がする小さなことから少しずつ認め，褒めて

いくことが積み重なっていくことで，児童のやる気

等についていくのではないかと思いました。」と４月

と比較してより具体的に子どもの姿をイメージして

手だてを考えようとする姿があった。 



 

これらのことより，「よりよい子どもの姿を目

指す」という点で一定の成長があったと捉えるこ

とができる。また，先に述べたように若手教員に

対して行った昨年度の個人面談資料をもとに今年

度は２回の面談を行った。その際に若手教員が自

身を振り返り，今の自分と以前の自分を比較しな

がら「学級経営力や授業向上についてもそれぞれ

学ぶことがあった」「自身の成長があった」と述べ

ている。課題の全てをクリアしたという訳ではな

いが，若手教員一人一人に成長が見られたとコー

ディネーターである筆者も感じている。また若手

の成長をサポートするコーディネーターとしての

一年で，若手の経験年数，パーソナリティーによ

って筆者自身の関わり方も違ってくるのだと実感

した。若手との研修，日常的な関わりから，時には

共に考える，時には後方からサポートする，また

は若手からの言葉を待つなど様々な関わりを筆者

自身考え，実践してきた。若手の成長の過程の中

で，コーディネーターは，同じ関わりではなく，若

手が何を思い，何を求めているのかをキャッチす

ることが大切なのだと考えるようになった。 

最後に，１１月の校内研修で「教師も子どもも，

常に成長し続け，改善していくことが大切だなと感

じました。」という振り返りが中堅教員からあっ

た。まさに教師の成長があって子どもが成長して

いくのであり，子どもの成長があって，また教師

も成長するのだろうなと感じた言葉であった。 

 

２．若プロコーディネーターの役割 

 若手の成長をサポートする若プロコーディネータ

ーとしての役割について，本実践を通して明らかに

なった事柄を以下に記したい。 

(1)子どもの姿を中心に聴きあうこと 

子どもの姿を中心に話し合うことで，お互いの子

どもへの関わりや教師としての思いが見えてくる。

関わりは多様であり，子ども理解に正解はない。まし

てその関わりや思いは比較，優劣を決めるというこ

とが聴き合うスタートではない。子どものことを話

していても，それぞれに背景があり，思いがある。そ

の思いを互いに真摯に聴き合うことが土台となっ

て，教師同士の関わりが太くなっていく。そのプロセ

スを通して，コーディネーターの自分に何ができる

のかを考える。若手を分かろうとすることから始ま

る。 

(2)若手をつなぐきっかけとなる研修や日常的な 

関わりの場を意識して設けること 

相互授業交流と整理会から若手同士がお互いの学

級を見合う意識，関わろうとする姿が生まれてくる

ことが分かった。相互に自ら考えを伝え合い，課題解

決に向かうことは若手の成長の一つであると考え

る。そこでのコーディネーターの役割は共に考える

立場であると同時に，若手同士をつなぐ立場でもあ

ると考える。若手の学級のよい姿をタイムリーに伝

えたり，校内研修をきっかけにして日常的に若手の

思いを聴いたりすることを通して，若手同士をつな

ぐきっかけを作る。そのつながりが若手一人一人が

自ら動く力の土台になる。 

(3)若手の姿や思いを管理職に伝えること 

夏季休業中,管理職，教務に若プロ研修報告をした

が，お互いに若手のことで知らないことがあること

が分かってきた。学級の見えない部分があるという

ことだ。よって当然のことではあるが，やはりコーデ

ィネーターとして管理職や教務への若プロ研修報告

を定期的に具体的に行うことも役割の一つである。

若手に声をかけたり指導したりする先生はコーディ

ネーターだけではなく，他にもたくさんいる。若プロ

は,若手をサポートの一つのきっかけにすぎない。そ

れならば，若手をサポートする体制が少しでも重な

り合うようにコーディネーターが働きかけること

が，組織的に若手をサポートすることに繋がってい

くと考える。 

(4)日常的な関わりの中での感情交流を続けること 

若手との交流のスタートは相互理解であった。互

いの思いを真摯に聴き合うことによって，安心感と

感情交流という対人関係的土台ができる。 

杉江・水谷(2017)は“教師ならば誰でももっている

願いをまずは出し合える場がほしい”と述べてい

る。聴き合う場と感情を交流できる関わりが大切な

のである。今回の実践研究では，相互参観でのＣ講師

の困り感のアウトプット，そして若手同士の関わり

へと発展していった。第１期にお互いの思いを聴き

合ったことがこのプロセスにつながったと考える。

コーディネーターとしては，感情交流を通して若手

が何を求めているのかをキャッチすることが大切で

ある。 

(5)若手との距離感を考えて関わること 

 若手教員もそれぞれの経歴や個性が異なる。待つ，

聴く姿勢で臨むことが必要な若手，一緒に教材研究



 

して共に考えることが必要な若手，時にはっきりと

こちらから伝えることが必要になる若手など様々で

ある。校内研修や日常的な関わりを通して，コーディ

ネーターと若手との関わりの距離感を４名から学ば

せてもらった。 

(6)若手が自身を振り返る場を設定すること 

本実践研究のため，若手教員との日常的な関わ

りや個人面談での記録を取った。記録があること

により，若手教員が自身を振り返る場を設定する

ことできた。ベテラン教員からも「自分の思い（め

ざすべき姿）を表出し，記録して比較したことを，継

続することで，足りないこと（課題）や自分の取り組

みでよかったこと（成果）が明らかになってくるのか

もしれない。振り返る時間が必要だと感じた。」と言

っていただいた。若手に限らず，記録の必要性を再

認識した。 

 

３．若プロコーディネーターとしての一年 

 教員生活で初めて若プロコーディネーターとして

学校組織の中で過ごした一年であった。聴くことを

土台にした関わりからスタートし，若手の誠実な姿

勢，関わるごとに分かってきた若手の熱い思いに日

々，力をもらっていたと感謝の気持ちでいっぱいで

ある。若プロコーディネーターとして，組織の中で，

全教職員で子どもたちを見ること，そして若手教員

をサポートしていくことの大切さと難しさを感じた

一年でもあった。そのような中で，若プロ校内研修や

日常的な関わりを通して感じたことがある。“教師で

ある実践者は，自身の取組を自分自身で反芻し，良し

悪しを判断しなくてはならない。そうして自分の実

践を作っていく。その際の良し悪しの判断の根拠は

自分の教育観であり，仲間から学ぶ教育観である”

と杉江・水谷(2017)も述べているように，教職員一人

一人の教育観に基づく子どもを見る視点や思いを日

々共有しアップデートすることが必要ではないだろ

うか。多忙化といわれる現状ではあるが，教職員同士

子どもへの関わりや思いをどこでどう重ねていく

か，重ならないところを認め合っていくのかがカギ

になる。今後も，子どもたちのよりよい姿を求めて，

若手教員を含む同僚との感情交流を大切にしたい。 

 昨年度，高校野球で有名になられたある高校の監

督が「優しさは想像力である」と話をされていた。日

々，若プロコーディネーターとして若手と関わる中

で一人ひとりが現状をどう捉え，どうしたいと考え

ているのかをつかむためには，相手の思いを想像す

る力をもっていたいと改めて思う。その力は聴くこ

とを土台にした感情交流がポイントになると思う。 

 

４．今後に向けて 

今後の課題として，日々の授業研究や校内研修の

中に若手教員が「やってみたい」，「考えたい」と思

えるような研修計画をさらに練り上げる必要があ

る。今年は，全教職員が若手の成長をサポートし，関

わろうとしていることを改めて感じた一年であっ

た。実践研究の研修にも快く参加してくださった。そ

のことを踏まえると，若手教員のみならず，様々な経

験をされているベテラン教員と関わる場を若プロが

主になって設定することも検討していく必要がある

と感じる。 
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